
別
表
第
四
中

「
大
学
に
お
い
て
修
得
す
る
こ
と
を
必
要
と

す
る
最
低
単
位
数

教
科
に
関

す
る
科
目

教
職
に
関

す
る
科
目

教
科
又
は
教
職

に
関
す
る
科
目
」

を「
大
学
に
お
い
て
修
得
す
る
こ
と
を
必
要
と

す
る
教
科
及
び
教
職
に
関
す
る
科
目
の
最

低
単
位
数

」

に
、 「

二
〇

八

二
四

二
〇

八

一
〇

三

二
〇

四

二
四

二
〇

四

」
を

「

五
二

二
八

一
三

四
八

二
四
」

に
改
め
、

同
表
備
考
第
二
号
中
「
教
科
又
は
教
職
に
関
す
る
科
目
の
単
位
」
を
「
単
位
数
の
う
ち
、
そ
の
単
位
数
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
一
種
免
許
状
に
係
る
同
欄
に
定
め
る
単
位
数
を
差
し
引
い
た
単
位
数
に
つ
い
て
」
に
改
め
、
同
表
備
考
第
三
号

中
「
科
目
の
」
を
削
り
、「
各
単
位
数
を
そ
れ
ぞ
れ
」
を
「
単
位
数
を
」
に
改
め
る
。

平成年月日 月曜日 (号外第号)官 報

別
表
第
三
備
考
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
一

文
部
科
学
大
臣
は
、第
六
号
の
規
定
に
よ
る
認
定
に
関
す
る
事
務
を
機
構
に
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る（
別

表
第
四
か
ら
別
表
第
八
ま
で
の
場
合
に
お
い
て
も
同
様
と
す
る
。）。

（
独
立
行
政
法
人
教
員
研
修
セ
ン
タ
ー
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

独
立
行
政
法
人
教
員
研
修
セ
ン
タ
ー
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。題

名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

独
立
行
政
法
人
教
職
員
支
援
機
構
法

第
一
条
及
び
第
二
条
中
「
独
立
行
政
法
人
教
員
研
修
セ
ン
タ
ー
」
を
「
独
立
行
政
法
人
教
職
員
支
援
機
構
」
に
改

め
る
。

第
三
条
の
見
出
し
を「（
機
構
の
目
的
）」に
改
め
、
同
条
中
「
独
立
行
政
法
人
教
員
研
修
セ
ン
タ
ー
」
を
「
独
立
行

政
法
人
教
職
員
支
援
機
構
」
に
、「「
セ
ン
タ
ー
」
を「「
機
構
」
に
、「
対
す
る
研
修
等
」
を
「
対
し
、
研
修
の
実
施
、

職
務
を
行
う
に
当
た
り
必
要
な
資
質
に
関
す
る
調
査
研
究
及
び
そ
の
成
果
の
普
及
そ
の
他
の
支
援
」に
、「
そ
の
資
質
」

を
「
こ
れ
ら
の
者
の
資
質
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
二
か
ら
第
六
条
ま
で
の
規
定
、
第
七
条
第
一
項
及
び
第
九
条
中
「
セ
ン
タ
ー
」
を
「
機
構
」に
改
め
る
。

第
十
条
中
「
セ
ン
タ
ー
」
を
「
機
構
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
前
二
号
」
を
「
前
各
号
」
に
改
め
、
同
号
を

同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
二
号
中
「
学
校
教
育
関
係
職
員
」
を
「
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
学
校
教
育
関
係

職
員
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

学
校
教
育
関
係
職
員
と
し
て
の
職
務
を
行
う
に
当
た
り
必
要
な
資
質
に
関
す
る
調
査
研
究
及
び
そ
の
成
果
の

普
及
を
行
う
こ
と
。

第
十
条
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

教
育
公
務
員
特
例
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
一
号
）
第
二
十
二
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
助
言
を
行

う
こ
と
。

第
十
一
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
十
二
条
並
び
に
第
十
三
条
中
「
セ
ン
タ
ー
」
を
「
機
構
」
に
改
め
る
。

（
独
立
行
政
法
人
教
職
員
支
援
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

独
立
行
政
法
人
教
職
員
支
援
機
構
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
中
第
五
号
を
第
七
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

五

教
育
職
員
免
許
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
第
九
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
及
び

同
法
別
表
第
三
備
考
第
六
号
の
規
定
に
よ
る
認
定
（
同
法
別
表
第
四
及
び
別
表
第
五
の
第
三
欄
並
び
に
別
表
第

六
、
別
表
第
六
の
二
、
別
表
第
七
及
び
別
表
第
八
の
第
四
欄
に
係
る
も
の
を
含
む
。）に
関
す
る
事
務
を
行
う
こ

と
。

六

教
育
職
員
免
許
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
教
員
資
格
認
定
試
験
（
文
部
科
学
大
臣
が
行
う
も

の
に
限
る
。）の
実
施
に
関
す
る
事
務
を
行
う
こ
と
。

附
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
業
務
の
特
例
）

第
九
条

機
構
は
、
当
分
の
間
、
第
十
条
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
次
の
業
務
を
行
う
。

一

教
育
職
員
免
許
法
附
則
第
九
項
の
表
備
考
第
一
号
及
び
第
十
八
項
の
表
備
考
第
一
号
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
別
表
第
三
備
考
第
六
号
の
規
定
に
よ
る
認
定
に
関
す
る
事
務
を
行
う
こ
と
。

二

前
号
の
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
が
同
項
に
規
定
す
る
業
務
を
行
う
場
合
に
は
、
第
十
三
条
第
一
号
中
「
第
十
条
」
と

あ
る
の
は
、「
第
十
条
及
び
附
則
第
九
条
第
一
項
」
と
す
る
。

第
五
条

独
立
行
政
法
人
教
職
員
支
援
機
構
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
九
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
十
八
項
の
表
備
考
第
一
号
」
を
「
第
十
七
項
の
表
備
考
第
一
号
」に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該

各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
二
条
の
規
定
（
教
育
職
員
免
許
法
第
四
条
の
改
正
規
定
及
び
同
法
附
則
第
十
七
項
の
改
正
規
定
（
同
項
を
附

則
第
十
六
項
と
す
る
部
分
を
除
く
。）に
限
る
。）並
び
に
次
条
並
び
に
附
則
第
三
条
、
第
十
二
条
及
び
第
十
六
条
の

規
定

公
布
の
日

二

第
二
条
の
規
定
（
教
育
職
員
免
許
法
第
九
条
の
三
の
改
正
規
定
（
同
条
中
第
六
項
を
第
七
項
と
し
、
第
五
項
の

次
に
一
項
を
加
え
る
部
分
に
限
る
。）、
同
法
第
十
六
条
の
二
の
改
正
規
定
、
同
法
附
則
第
九
項
の
表
備
考
第
一
号

の
改
正
規
定（「
別
表
第
三
備
考
第
六
号
」
の
下
に
「
及
び
第
十
一
号
」
を
加
え
る
部
分
に
限
る
。）、
同
法
附
則
第

十
八
項
の
表
備
考
第
一
号
の
改
正
規
定（「
及
び
別
表
第
三
備
考
第
六
号
」
を
「
並
び
に
別
表
第
三
備
考
第
六
号
及

び
第
十
一
号
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。）及
び
同
法
別
表
第
三
備
考
の
改
正
規
定
に
限
る
。）及
び
第
四
条
の
規
定

並
び
に
附
則
第
七
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
の
規
定

平
成
三
十
年
四
月
一
日

三

第
二
条
の
規
定
（
前
二
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
及
び
教
育
職
員
免
許
法
第
九
条
の
三
第
四
項
の
改
正
規
定
を
除

く
。）及
び
第
五
条
の
規
定
並
び
に
附
則
第
五
条
、
第
六
条
及
び
第
十
五
条
の
規
定

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

（
教
育
公
務
員
特
例
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
準
備
行
為
）

第
二
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）前
に
お
い
て
も
、
第
一
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
後
の
教
育
公
務
員
特
例
法
（
第
三
項
に
お
い
て
「
新
教
特
法
」
と
い
う
。）第
二
十
二
条
の
二
第
一
項

及
び
第
二
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
針
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
針
」
と
い
う
。）

を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

文
部
科
学
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
指
針
を
定
め
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
指
針
は
、
施
行
日
に
お
い
て
新
教
特
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
指
針
と
み
な
す
。

（
教
育
職
員
免
許
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
準
備
行
為
）

第
三
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
教
育
職
員
免
許
法
（
以
下
「
新
免
許
法
」
と
い
う
。）

別
表
第
一
備
考
第
一
号
（
新
免
許
法
附
則
第
九
項
の
表
備
考
第
一
号
及
び
第
十
七
項
の
表
備
考
第
一
号
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
文
部
科
学
省
令
（
新
免
許
法
別
表
第
二
か
ら
別
表
第
八
ま
で
に
係
る
も
の
を
含
む
。）を
定

め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
「
第
三
号
施
行
日
」
と
い
う
。）

前
に
お
い
て
も
、
新
免
許
法
第
十
六
条
の
三
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
審
議
会
等
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。


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